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土 木 工 事 施 工 管 理 基 準 
 
第１ 目 的 
この土木工事施工管理基準(以下、「管理基準」という。)は、福岡県農林水産部所管の農業農

村整備事業に係る請負工事について、その施工に当た っての工事の工程管理、出来形管理及び
品質管理の適正化を図るため、請負者が実施する施工管理の基準を定めたものである。 

 
 
第２ 適 用  
この管理基準は、各農林事務所及び筑後川水系農地開発事務所が実施する土木工事を請負により

施工する場合に適用するもので、この管理基準と特記仕様書が一致しない条項は特記別仕様書が
優先する。 本管理基準に定めるＪＩＳ規格及び各種協会規格が、最新のこれらの規格と異なる場
合にあっては、当該最新の規格を適用するものとする。 

 

 
第３ 施工管理の基本構成  
施工管理の基本構成は次のとおりとする。 

 
 

工 程 管 理 (進度管理) 

施工管理 出来形管理 

品 質 管 理  
１ 工程管理 

 
直接測定による出来形管理 

撮影記録による出来形管理 

契約工期を考慮し、工事の施工達成に必要な作業手順及び日程を定めて、工程内容に応じ 
た方式（ネットワーク方式、バーチャート方式等）により工程計画表を作成し、工事実施途 
中で計画と実績を比較検討の上、必要な処置を講じるものとする。 

２ 直接測定による出来形管理 
工事の出来形を把握するため、工作物の寸法、基準高等の測定項目を施工順序に従い直 

接測定（ 以 下、「出来形測定」という。）し、その都度、結果を管理方法に定められた方式 
により記録を行い、常に適正な管理を行うものとする。 

３ 撮影記録による出来形管理 
出来形測定、品質管理を実施した場合、又は施工段階(区切り)及び施工の進行過程が確認 

できるよう、撮影基準等に基づいて撮影記録を行い、常に適正な管理を行うものとする。 
４ 品質管理 

資材等の品質を把握するため、物理的、化学的試験を実施（以下、「試験等」という。）し、 
その都度、結果を管理方法に定められた方式により記録を行い、常に適正な管理を行うもの 
とする。 

 
第４ 施工管理の実施 
１ 施工管理責任者 

請負者は、土木工事共通仕様書 第１編共通編 第１章総則 第１節総則 １－１－ 
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１０ 主任技術者等の資格に規定する技術者等と同等以上の資格を有する者を、施工管 
理責任者に定めなければならない。施工管理責任者は、当該工事の施工管理を掌握し、 
この管理基準に従い適正な管理を実施しなければならない。 

２ 施工管理項目  
施工管理は、別表第１「直接測定による出来形管理」、別表第２「撮影記録による出来形管

理」、別表第３「品質管理」により行うものとする。なお、この管理基準又は特記仕様書に明
示されていない事項及び不明な事項については、監督員と協議するものとする。 

３ 施工管理の実施と提出内容 
施工管理は、契約工期、工事目的物の出来形及び品質規格の確保が図られるよう、工

事の進行に並行して、速やかに実施し、測定（試験）等の結果をその都度管理図表等に記
録し、適切な管理のもとに保管し、監督員の請求に対し速やかに提示するとともに、工事完
成時に提出しなければならない。 
なお、提出様式は別表第４「施工管理記録様式」を参考に適正な方式を選定するものとす

る。 
４ 施工管理上の留意点 

(1) 完成後に明視できない部分又は完成後に測定困難な部分については、完成後に確認できる 
よう、測定・撮影箇所を増加する等、出来形測定、撮影記録に特に留意するものとする。 

(2) 完成後に測定できないコンクリート構造物の出来形測定は、監督員の承諾を得て、型枠 
建込時の測定値によることができるものとする。 

(3) 管理方式が構造図に朱記、併記するものにあっては、規格値を合わせて記載するものとす 
る。 

(4) 施工管理の初期段階においては、必要に応じて測定基準にかかわらず測定頻度などを増加 
するものとする。 

(5) 出来形測定及び試験等の測定値が著しく偏向したり、バラツキが大きい場合は、その原因 
を追求かつ是正し、常に所要の品質規格が得られるように努めるものとする。 

５ 検査（完成・既済部分）時の提出内容 
請負者は、完成検査、既済部分検査時に、この管理基準に定められた施工管理の結果を提

出するものとする。 
６ その他 

(1) 規格値の上下限を超えた場合は「手直し」を行うものとする。ただし、上限を超えても構 
造及び機能上、支障ない場合はこの限りでない。 

(2) 施工管理の記録は、電子納品対象物である。 
(3) 施工管理に要する費用は、請負者の負担とする。 
(4) 施工管理に当たっては、「土木工事施工管理基準の手引」（平成 19 年 3 月 30 日付け 18 農 
振第 2123 号農村振興局整備部長通知）を参考に行うものとする。 

(5) 別表２～別表４及び《巻末》参考資料の「特別仕様書」は「特記仕様書」に、「監督職員」
は「監督員」に読替えるものとする。 

 

第５ 用語の定義  
管理基準値‥‥‥‥管理基準値は、「規格値」の範囲内に収まるよう、請負者が実施する施工 

管理の「目標値」として示したものである。 
規  格  値‥‥‥‥規格値は、設計値と出来形測定値、試験値との差の限界値であり、測定・ 

試験値は全て規格値の範囲内になければならない。 
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別表第２ 撮影記録による出来形管理 
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工     種 撮 影 基 準 撮 影 箇 所 

１ 

 

共 

 

通 

 

工 

 

事 

１.一般 １．工事着手前及び完成後の全景

（できるだけ同一位置から撮影

する）。 

２．施工状況、施工法について適宜撮

影する。 

３．仮設関係について適宜撮影する。 

４．被災のおそれがあるときはその

都度出来高を撮影する。 

５．品質管理実施状況について適宜

撮影する。 

６．工場製作状況について適宜撮影

する。 

７．基礎工等で埋設される部分、完成

後明視できない部分などについて

は、特に留意して撮影する。   

８．その他必要に応じて適宜撮影する。 

 

 

２.掘削 施工延長おおむね 50～100ｍにつき

１箇所の割合で撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

 

掘削幅、掘削深さ、法長、法勾配、

排水側溝、その他必要箇所を撮影

する。 

３.盛土 上記と同一。 盛土幅、まき出し厚さ、転圧、法

長、法面(芝)、法勾配、排水側溝、

その他必要箇所を撮影する。 

 

４.石積み（張） 

ブロック積み

（張） 

施工延長おおむね 40～80ｍにつき１

箇所の割合で撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

 

床掘、基礎関係、裏込、その他必

要箇所を撮影する。 

５.基礎杭打工 20 本に１箇所の割合で撮影する。 偏心量、リバウンド量、その他必

要箇所を撮影する。 

 

６.矢板打工 施工延長おおむね 40～80ｍにつき１

箇所の割合で撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

 

偏心量、その他必要箇所を撮影す

る。 

７.オープンケーソ

ン 

構造図の寸法標示箇所を１ロット毎

に撮影する。 

 

幅、高さ、長さ、配筋、その他必

要箇所を撮影する。 

８. 栗石基礎 

砕石基礎 

砂基礎 

均しコンクリー

ト 

 

 

 

 

施工延長おおむね 50～100ｍにつき

１箇所の割合で撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

 

幅、厚さ、転圧、粒径、その他必

要箇所を撮影する。 
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撮  影  方  法 管  理  方  法 

１．撮影箇所の確認、寸法の判定ができるよう工

夫する。 

２．撮影箇所には次の事項を記入した黒板を用意

し、整理説明の便となるよう工夫する。 
(1) 工事名 

(2) 工種及び種別 

(3) 作業内容 

(4) 測点 

(5) 設計数量・寸法 

(6) 実測数量・寸法 

(7) 略図 

 

３．写真はカラー撮影とする。なお、写真ファイ

ルの記録形式は JPEG とし、有効画素数は、黒

板の文字が確認できることを指標（100 万画素

程度）とする。 

 

１．写真は施工の時期、工種、施工の順序が判定

できるよう整理し、アルバムに添付する。 

２．完成検査及び既済部分検査の際は上記アルバ

ムを検査職員に提示し、寸法出来形管理と併せ

て確認の資料とする。 

 

黒板の位置 
（適当に） 

標尺 
ロッド 

写   真   例 （基礎の高さ） 

○○○○工事 

（種別）法枠基礎 

（測定点） № 195+8.0 

黒板記入例 

－119－  



 

工     種 撮 影 基 準 撮 影 箇 所 

１ 

 

共 

 

通 

 

工 

 

事 

９. コンクリート付
帯構造物 
コンクリート基

礎、側溝、管渠、

横断構造物、コ

ンクリート擁

壁、その他上記

に準ずるもの 

 

 

 

線的な構造物については施工延長お

おむね 40～80ｍにつき１箇所の割合

で撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

箇所単位の構造物については適宜撮

影する。 

 

 

 

 

床掘、基礎、幅、厚さ、配筋、高

さ、その他必要箇所を撮影する。 

10. 精度を要するも

の 

分水工計量部 

ゲート戸当部 

橋台沓部 

構造図の寸法標示箇所を撮影する。 

 

 

 

 

幅、厚さ、高さ、配筋、その他必

要箇所を撮影する。 

 

11.Ｕ字溝 

Ｕ字フリューム 

ベンチフリューム 

施工延長おおむね 50～100ｍにつき

１箇所の割合で撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

 

施工状況、その他必要箇所を撮影

する。 

12.土水路 施工延長おおむね 200～400ｍにつき

１箇所の割合で撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

施工延長を示さない場合は、１～２工

区につき１箇所の割合で撮影する。 

 

幅、厚さ、高さ、法勾配、その他

必要箇所を撮影する。 

13.鉄筋組立 １スパン（１打設ブロック）ごとに撮

影する。 

 

かぶり、中心間隔、その他必要箇

所を撮影する。 

２ 
 
ほ 
 
場 
 
整 
 
備 
 
工 
 
事 

１.表土扱い おおむね 10ａ当たり１箇所の割合で

撮影する。 
 

表土厚を撮影する。 

２.基盤造成 

  表土整地 
上記と同一。 
 
 

基盤面、表土埋戻後を撮影する。 

３.畦畔復旧 施工延長おおむね 200～400ｍにつき

１箇所の割合で撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

 

幅、高さ、その他必要箇所を撮影

する。 

４.道路工 

（砂利道） 

幹線道路は 50～100ｍにつき１箇所

の割合で、支線道路は 200～400ｍに

つき１箇所の割合で撮影する。 

 

まき出し厚さ、転圧、厚さ、幅、

その他必要箇所を撮影する。 

 

－120－  



 
撮  影  方  法 管  理  方  法 

４．基礎等が土砂又は水面に埋設する場合、法長

の測量点を赤ペンキ等で印をする。 
印の位置はなるべく１ｍとか２ｍのように整

数値とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標
尺 

黒板の位置 
（適当に） 

ロッド 

写   真   例 

赤ペンキで印する 

－121－  



 

 

工     種 撮 影 基 準 撮 影 箇 所 

３ 
 
農 
 
用 
 
地 
 
造 
 
成 
 
工 
 
事 

１.耕起深耕 おおむね１ha 当たり２～３箇所撮影

するほか、つぼ掘りは２ha 当たり１

箇所の割合で撮影する。 
 

耕起深、つぼ掘りを撮影する。 

２.テラス 

（階段畑） 
テラス延長 100～200ｍにつき１箇所

の割合で撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

 

幅、耕起幅、法勾配、その他必要

箇所を撮影する。 

３.道路工 

（耕作道） 
施工延長おおむね 100～200ｍにつき

１箇所の割合で撮影する。 
 
 

幅、厚さ、法勾配、側溝幅を撮影

する。 

４.土壌改良 おおむね２ha 当たり１箇所の割合で

撮影する。 
 
 

サンプル採取中及び試験中の箇

所、その他必要箇所を撮影する。 

５.改良山成 測定点２～３箇所につき１箇所の割

合で撮影する。 
 
 

基準高、法勾配、その他必要箇所

を撮影する。 

４ 
 
農 
 
道 
 
工 
 
事 

１.路盤工 施工延長おおむね 50～100ｍにつき

１箇所の割合で撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

 

 

幅、まき出し厚さ、転圧、その他

必要箇所を撮影する。 

２.コンクリート舗

装工 

アスファルト舗

装工 

上記と同一。 
 
 
 
 
 

幅、厚さ、その他必要箇所を撮影

する。 

３.砂利舗装工 上記と同一。 
 
 
 

幅、まき出し厚さ、転圧、その他

必要箇所を撮影する。 

４.道路トンネル 巻厚については１スパンにつき１箇

所の割合で撮影する。 

その他掘削タイプの変化する毎に１

箇所の割合で撮影する。 

 

 

巻厚、型枠、切羽、支保工、矢板、

坑口、その他必要箇所を撮影する。 

５.道路トンネル 

（ＮＡＴＭ） 

掘削はタイプの変化する毎に１箇所、

ロックボルトは 100ｍに１箇所、コン

クリート吹付は 50ｍに１箇所、巻厚

については１スパンにつき１箇所の

割合で撮影する。 

 

 

巻厚、型枠、切羽、支保工、ロッ

クボルト、コンクリート吹付、坑

口、その他必要箇所を撮影する。 

－122－  



 

撮  影  方  法 管  理  方  法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－123－  



 

工     種 撮 影 基 準 撮 影 箇 所 

５ 

 

水 

路 

ト 

ン 

ネ 

ル 

工 

事 

１.水路トンネル 巻厚については１スパンにつき１箇

所の割合で撮影する。 

その他は掘削タイプの変化する毎に

１箇所の割合で撮影する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

巻厚、型枠、切羽、支保工、矢板、

坑口、その他必要箇所を撮影する。 

６ 

 

水 

 

路 

 

工 

 

事 

１.現場打開水路 おおむね２スパンにつき１箇所の割

合で撮影する。 

 

幅、厚さ、高さ、配筋、打継目、

その他必要箇所を撮影する。 

２.現場打サイホン 上記と同一。 

 

上記と同一。 

３.現場打暗渠 上記と同一。 

 

 

上記と同一。 

４.鉄筋コンクリー

ト大型フリュー

ム 

鉄筋コンクリー

トＬ形水路 

施工延長おおむね 50～100ｍにつき

１箇所の割合で撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

 

 

 

鉄筋コンクリート大型フリューム

については、布設、その他必要箇

所を、鉄筋コンクリートＬ形水路

については、幅、厚さ、布設、そ

の他必要箇所を撮影する。 

５.ボックスカルバ

ート水路 

上記と同一。 

 

 

高さ、その他必要箇所を撮影する。 

７ 

 

河 

川 

及 

び 

排 

水 

路 

工 

事 

１. コンクリート法

覆工 

アスファルト法

覆工 

上記と同一。 

 

 

 

 

 

幅、厚さ、法長、法勾配、その他

必要箇所を撮影する。 

２. コンクリートブ

ロック積み水路 

鉄筋コンクリー

ト柵渠 

上記と同一。 

 

 

 

 

 

 

 

コンクリートブロック積み水路に

ついては基礎関係、裏込、幅、高

さ、その他必要箇所を、鉄筋コン

クリート柵渠については、アーム

間隔、柵板設置、その他必要箇所

を撮影する。 

３. ライニング水路 

連節ブロック 

コンクリートマ

ット 

上記と同一。 

 

 

 

 

布設、幅、法長、その他必要箇所

を撮影する。 

 

－124－  



 
撮  影  方  法 管  理  方  法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－125－  



 

工     種 撮 影 基 準 撮 影 箇 所 

８ 

 

管 

 

水 

 

路 

 

工 

 

事 

１.管体基礎工 

砂基礎及び埋戻

等 

施工延長おおむね 50～100ｍにつき１

箇所の割合で撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

 

基礎、埋戻等の厚さ、幅、まき出

し、締固め状況等を撮影する。 

２.管水路 

遠心力鉄筋コン

クリート管 

上記と同一。 

 

 

 

管布設状況、外観検査、ジョイン

ト関係、その他必要箇所を撮影す

る。 

３.管水路 

ダクタイル鋳鉄

管 

強化プラスチッ

ク複合管 

 

上記と同一。 

 

 

 

 

 

上記と同一。 

４.管水路 

（硬質ポリ塩化 

ビニル管） 

上記と同一。 

 

 

 

 

上記と同一。 

５.管水路 

 （鋼管） 

上記と同一。 

 

 

 

 

 

芯出し据付け状況、溶接作業、清

掃状況、塗装、非破壊検査、ピン

ホール検査、膜厚検査、その他必

要箇所を撮影する。 

６.管水路 

(埋設とう性管) 

たわみ率 

たわみ量測定箇所２箇所につき１箇所

の割合で撮影する。 

ただし、測定箇所が２箇所の場合は２

箇所とも撮影する。 

 

 

マーキング関係、Ｄh及びＤv 寸

法、その他必要な箇所について撮

影する。 

７.シールド工事 

（一次覆工） 

施工延長おおむね５０～１００ｍにつ

き１箇所の割合で撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

たわみ率測定箇所２箇所につき１箇所

の割合で撮影する。 

ただし、測定箇所が２箇所の場合は２

箇所とも撮影する。 

 

 

セグメント設置状況、外観検査、

Ｄh 及びＤv 寸法、その他必要箇

所を撮影する。 

８.シールド工事 

（二次覆工） 

上記と同一。 

 

 

 

 

管布設状況、外観検査、ジョイン

ト関係、Ｄh 及びＤv 寸法、その

他必要箇所を撮影する。 

９.推進工事 上記と同一。 

 

 

上記と同一。 

 

－126－  



 
撮  影  方  法 管  理  方  法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

膜厚検査で塗膜厚の確認が困難な場合は、使用済

塗料空カン等の撮影を行う。 

 

 

 

 

 

Ｄh及びＤv寸法の測定状況のほか、スケール目盛

を撮影する。 

 

 

 

 

 

上記と同一。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記と同一。 

 

 

 

 

 

上記と同一。 

 

 

 

 

－127－  



 

工     種 撮 影 基 準 撮 影 箇 所 

９ 

 

畑 

か 

ん 

施 

設 

工 

事 

１．スプリンクラー 1ha 当たり１～２箇所の割合で撮影

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埋設深を撮影する。 

10 

 

橋 

 

梁 

 

工 

 

事 

１．コンクリート桁 

（ポストテンショ 

 ン桁） 

構造図の寸法標示箇所を桁毎に撮影

する。 

 

 

ＰＣ鋼線配置状況、幅、高さ、そ

の他必要箇所を撮影する。 

２．鉄筋コンクリー 

ト床版工 

幅については１スパンにつき１箇所

の割合で撮影する。 

厚さについては施工面積おおむね 30

～60 ㎡につき１箇所の割合で撮影す

る。 

上記未満は２箇所撮影する。 

 

配筋、幅、厚さ、その他必要箇所

を撮影する。 

３．鉄筋コンクリー 

ト高欄及び地覆 

工 

上記と同一。 

 

 

 

 

 

 

上記と同一。 

11 

 

橋 

 

梁 

 

下 

 

部 

 

工 

 

事 

１.橋台工 構造図の寸法標示箇所を１基毎に撮

影する。 

 

 

 

 

 

 

基礎関係、配筋、天端長、敷長、

敷幅、高さ、控壁の厚さ、その他

必要箇所を撮影する。 

なお、橋台沓部については「１ 共

通工事の 10.精度を要するもの」の

項に定めるところによる。 

２.橋脚工 

張出式 

重力式 

半重力式 

上記と同一。 

 

 

 

 

 

基礎関係、配筋、天端長、敷長、

天端幅、敷幅、高さ、その他必要

箇所を撮影する。 

３.橋脚工 

ラーメン式 

上記と同一。 

 

 

 

 

基礎関係、配筋、天端長、天端幅、

中間幅、基礎幅、高さ、厚さ、そ

の他必要箇所を撮影する。 

 

－128－  



 

撮  影  方  法 管  理  方  法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－129－  



 

工     種 撮 影 基 準 撮 影 箇 所 

12 

 

法 

面 

保 

護 

工 

事 

１.法面保護工 客土吹付、植生基材吹付、コンクリ

ート吹付、モルタル吹付は、施工面

積おおむね 200～400 ㎡につき１箇

所、その他は 1,000 ㎡につき１箇所

の割合で撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

 

 

 

 

 

法面状況、法面清掃、法勾配、法

長、厚さ、ラス張、植生ネット張、

むしろ張、アンカー打込み等必要

箇所を撮影する。 

13 

 

暗 

渠 

排 

水 

工 

事 

１.吸水渠 １耕区当たり１～２箇所の割合で撮

影する。 

 

 

埋設深、埋設間隔、その他必要箇

所を撮影する。 

２.集水渠 

（支線） 

 導水渠 

（幹線） 

施工延長おおむね 50～100ｍにつき

１箇所の割合で撮影する。 

 

 

 

 

 

埋設深、その他必要箇所を撮影す

る。 

14  

 

フ 

 

ィ 

 

ル 

 

ダ 

 

ム 

 

工 

 

事 

１.監査廊 １スパンにつき１箇所の割合で撮影

する。 

 

 

幅、厚さ、高さ、配筋、打継目、

その他必要箇所を撮影する。 

２.堤体盛土 盛立高さおおむね３～５ｍにつき１

箇所の割合で各ゾーン毎に撮影す

る。 

ストックパイルは造成の都度１箇所

撮影する。 

 

 

ゾーン幅、まき出し厚さ、転圧、

レーキング、コンタクトクレー、

リップラップ工、ストックパイル

工、その他必要箇所を撮影する。 

３.洪水吐 ２スパンにつき１箇所の割合で撮影

する。 

 

 

幅、厚さ、高さ、配筋、打継目、

その他必要箇所を撮影する。 

４.埋設計器 各計器毎に撮影する。 

 

 

 

埋設状況、埋設時のゲージの状態

等について撮影する。 

５.グラウトボーリ 

  ング 

ボーリングの削孔長を全数撮影す

る。 

 

 

 

 

 

削孔長は全数、その他必要箇所を

撮影する。 

 

 

－130－  



 

撮  影  方  法 管  理  方  法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影時期、撮影内容及び撮影方法については別途

特別仕様書による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－131－  



 

工     種 撮 影 基 準 撮 影 箇 所 

15 

 

頭 

首 

工 

工 

事 

１.本体 構造図の寸法標示箇所を撮影する。 

 

 

 

幅、厚さ、高さ、長さ、配筋、そ

の他必要箇所を撮影する。 

２.護床ブロック 

(異形ブロック) 

 

施工面積おおむね 200 ㎡につき１箇

所の割合で撮影する。 

上記未満は２箇所撮影する。 

 

 

 

基礎地盤状況、据付け状況、その

他必要箇所を撮影する。 

16 

 

海 

岸 

河 

川 

工 

事 

１.捨石工 

  消波ブロック 

施工延長おおむね 50～100ｍにつき

１箇所の割合で撮影する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幅、高さ、その他必要箇所を撮影

する。 

17 

 

た 

め 

池 

改 

修 

工 

事 

１.堤体工 施工延長おおむね 20ｍ～40ｍにつき

１箇所の割合で撮影する。 

 

 

 

盛土幅員、まき出し厚さ、転圧、

法長、法面（芝）、法勾配、排水側

溝その他必要箇所を撮影する。 

２.洪水吐工 おおむね２スパンにつき１箇所の割

合で撮影する。 

箇所単位の構造物については適宜撮

影する。 

 

 

床掘、基礎、幅、高さ、配筋、打

継目、パイプ布設、外観検査、ジ

ョイント関係、その他必要箇所を

撮影する。 

３.樋管工 

同上付帯構造物 

（土砂吐ゲート

等） 

施工延長おおむね 10ｍにつき１箇所

の割合で撮影する。 

箇所単位の構造物については適宜撮

影する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

床掘、基礎、幅、高さ、厚さ、配

筋、打継目、その他必要箇所を撮

影する。 

 

－132－  



 
撮  影  方  法 管  理  方  法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－133－  



 

－134－  



－135－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表第３ 品  質  管  理



－136－ 

１ コンクリート関係 

工種 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

 

コ 

ン 

ク 

リ 

ー 

ト 

(1) 

 

材 

 

 

料 

セメントの物理試験 

 

 

 

 

 

JIS Ｒ 5201 製造会社の試験成績表による。 

ただし、３箇月以上貯蔵したり、 

湿ったおそれのある場合は所定の試

験を行わなければならない。 

生コン工場で製造する場合は工場の

試験成績書による。 

骨材のふるい分け試験 

 

 

 

 

 

JIS Ａ 1102 １.コンクリート打設量 600m3 に１

回。 

２.採取場所及び材質が変わる毎に

１回。 

生コン工場で製造する場合は工場の

試験成績書による。 

骨材の単位容積質量試験 

 

 

JIS Ａ 1104 採取場所及び材質が変わる毎に１

回。 

生コン工場で製造する場合は工場の

試験成績書による。 細骨材の密度及び吸水率試

験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JIS Ａ 1109 

粗骨材の密度及び吸水率試

験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JIS Ａ 1110 
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（参考）規 格 値 管 理 方 式 処     置 

JIS Ｒ 5210～5214 参照 

 

 

 

 

 

１.記録の方法 

試験結果は下記によ

りまとめる。 

 (1)骨材の比重及び吸水 

率試験、骨材のフルイ

分け試験、骨材のアル

カリシリカ反応性試験

結果はそれぞれ所定の

様式により取りまと

め、骨材試験成績書に

記載する。  

 (2)細骨材の表面水率試

験結果は、所定の様式

に整理する。 

 (3)塩化物含有量、スラ

ンプ、空気量、圧縮強

度及び曲げ強度の試験

結果は所定の様式によ

り取りまとめ、測定値

が 20 点以上の場合は

工程能力図、Ｘ－Ｒｓ－

Ｒ ｍ又はＸ－Ｒ管理

図等により管理し、20

点未満の場合は結果一

覧表による。 

２.管  理 

 (1)コンクリート材料に

ついては骨材試験一覧

表により設計値と比較

検討する。 

 (2)塩化物含有量、スラ

ンプ、空気量、圧縮強

度及び曲げ強度につい

ては、管理試験記録に

より試験値が所定の値

に達しているかどうか

を検査し、また、その

バラツキを把握する。 

 (3)塩化物含有量試験に

用いる測定器具は、公

的機関又はこれに準ず

る機関がその性能を評

価したものを用いる。

なお、一回の検査に必

要な測定回数は３回と

し、測定はその平均値

により行う。 

１.骨材の比重、粒度が設計値に
対して差異がある場合はさらに
検査の上、配合の変更その他適
切な処置をとる。 

２.細骨材の表面水率、塩化物含
有量、スランプ、空気量につい
てはその測定値の変動状態によ
り材料の再調査、配合の再検討、
計量機器の点検その他適切な処
置をとる。 

３.コンクリートの強度について
は、管理を慎重に行い強度の変
動低下を未然に防ぐように努め
る。 

  測定値が所定の値に達しない
場合は材料の品質配合、機械の
精度、練り混ぜ方法等を検査し、
適切な処置をとる。 

４. レディーミクストコンクリ
ートについて、次の（１）及び
（２）を優先したアルカリ骨材
抑制対策が行われているもの
とし、その方法について受注者
は監督職員に報告するものと
する。 

  なお、現場練りコンクリート
についても、これに準じるもの
とする。 

(1)コンクリート中のアルカリ総
量の抑制 
アルカリ量が表示されたポ

ルトランドセメント等を使用
し、コンクリート１ｍ3 に含ま
れるアルカリ総量をＮａ2Ｏ換
算で 3.0kg 以下にする。 

(2)抑制効果のある混合セメント
等の使用 
ＪＩＳ Ｒ 5211 高炉セメ

ントに適合する高炉セメント
Ｂ種（スラグ混合比 40％以上）
又はＣ種、あるいはＪＩＳ Ｒ 
5213 フライアッシュセメント
に適合するフライアッシュセ
メントＢ種（フライアッシュ混
合比 15％以上）又はＣ種、若
しくは混和剤をポルトランド
セメントに混入した結合材で
アルカリ骨材反応抑制効果の
確認されたものを使用する。 

コンクリート標準示方書（施工編）に

よる 

 

 

 

 

高炉スラグ粗骨材Ｌ    1.25kg/  
  〃  粗骨材Ｎ    1.35kg/  
  〃  細骨材     1.45kg/  

絶乾密度：2.5g/cm3 以上 

吸水率：3.5%以下 

ただし、砕砂、高炉スラグ細骨材、フ

ェロニッケルスラグ細骨材、銅スラグ

細骨材、電気炉酸化スラグ細骨材の規

格値については、以下の JIS を適用す

る。 

JIS A 5005（コンクリート用砕石及び

砕砂） 

JIS A 5011-1（コンクリート用スラグ

骨材－第 1部：高炉スラグ骨材） 

JIS A 5011-2（コンクリート用スラグ

骨材―第 2 部：フェロニッケルスラグ

骨材） 

JIS A 5011-3（コンクリート用スラグ

骨材－第 3部：銅スラグ骨材 

JIS A 5011-4（コンクリート用スラグ

骨材－第 4部：電気炉酸化スラグ骨材 

JIS A 5021（コンクリート用再生骨材

H） 

絶乾密度：2.5g/cm3 以上 

吸水率：3.0%以下 

ただし、砕石、高炉スラグ粗骨材及び

電気炉酸化スラグ粗骨材の規格値につ

いては、以下の JISを適用する。 

JIS A 5005（コンクリート用砕石） 

JIS A 5011-1（コンクリート用スラグ

骨材－第 1部：高炉スラグ骨材） 

JIS A 5011-4（コンクリート用スラグ

骨材－第 4部：電気炉酸化スラグ骨材） 

JIS A 5021（コンクリート用再生骨材

H） 

 

 



－138－ 

 
工種 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

 

コ 

ン 

ク 

リ 

ー 

ト 

(1) 

 

材 

 

料 

粗骨材のすりへり試験 

 

JIS Ａ 1121  

骨材の微粒分量試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JIS Ａ 1103 

粗骨材中の軟石量試験 JIS Ａ 1126 

骨材中の粘土塊量試験 

 

JIS Ａ 1137 

細骨材の塩化物イオン含有

量試験（細骨材に海砂を使用

する場合） 

JSCE-C502 または 

JSCE-C503 

砂の有機不純物量 

 

JIS Ａ 1105 

骨材の安定性試験 

 

 

JIS Ａ 1122 

骨材のアルカリシリカ反応

性試験 

 

JIS Ａ 1145 又

は 1146 

配合試験 

 

 

 生コンの場合は、工場の配合報告書

による。 

(2) 

 

施 

 

工 

塩化物含有量試験 

 

 

 

 

 

 

 

JIS Ａ 1144 

もしくは信頼でき

る機関で評価を受

けた試験方法 

海砂を使用する場合２回／日、その

他の場合１回／週 
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（参考）規 格 値 管 理 方 式 処     置 

砕石          40％以下 

砂利          35％以下 

舗装コンクリート     35％以下 

ただし、積雪寒冷地の舗装コンクリー

トの場合は 25％以下 

 (3)安全と認められる骨材の使用 
受注者の立会いのもと骨材

を採取し、骨材のアルカリシリ
カ反応性試験（化学法又はモル
タルバー法）を行い、その結果
が無害と確認された骨材を使
用する。 

  なお、化学法については工事
開始前、工事中１回／６ヶ月か
つ産地がかわった場合に信頼
できる試験機関で試験を行う
ものとし、またモルタルバー法
は試験成績書により確認をす
ると ともに、 ＪＩＳ  Ａ 
1804 コンクリート生産工程
管理用試験法により骨材が無
害であることを確認する。 
ただし、次の場合はこの限り

ではない。 
１）工事開始前 
  コンクリート打設開始日

の１ヶ月以内に、国営農業
農村整備事業等で発注した
他工事の受注者の立会いに
よる試験結果がある場合
は、その試験結果を使用で
きる。 

２）工事中１回／６ヶ月かつ産
地がかわった場合 

   ＪＩＳに基づき６ヶ月ご
とに行う試験を化学法で行
う場合は、試験に用いる骨材
の採取に骨材生産者、生コン
クリート生産者及び受注者
が立会えば、ＪＩＳに基づく
試験結果が使用できる。 

   なお、この試験結果は１ヶ
月以内であれば他工事でも
使用できるが、この場合、受
注者は同一の骨材生産場所
から納入されていることを
確認するものとする。 

細骨材 

 砕砂 9.0%以下（ただし、すりへり

作用を受ける場合は 5.0%以下） 

 砕砂及びスラグ細骨材（粘土、シル

ト等を含まない場合） 7.0%以下 

 （ただし、すりへり作用を受ける場

合は 5.0%以下） 

 それ以外（砂等） 5.0%以下（ただ

し、すりへり作用を受ける場合は

3.0%以下） 

粗骨材 

 砕石 3.0%以下（ただし、粒径判定

実績率が58%以上の場合は5.0%以下） 

 スラグ粗骨材 5.0%以下 

 それ以外（砂利等） 1.0%以下 

舗装コンクリート       ５％以下 

細骨材  1.0％以下 

粗骨材   0.25％以下 

0.04%以下 

 

 

標準色より薄いこと 

 

細骨材                 10％以下 

粗骨材                 12％以下 

 

 

 

 

工事開始前 

工事期間中１回／６ヶ月

かつ産地が変わった場合 

 

 

 

 

0.3kg/ｍ3 以下 
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工種 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

コ 

ン 

ク 

リ 

ー 

ト 

(2) 単位水量測定 １．水中コンクリート、転圧

コンクリート等の特殊なコ

ンクリートを除き、１日当

たりコンクリート種別毎の

使用量が 100m3 以上

施工するコンクリート工を

対象とする。 

２．エアメーター法又はこ

れと同程度、若しくは、

それ以上の精度を有す

る測定機器を使用するも

のとし、施工計画書に記

載するとともに、事前に

機器諸元表、単位水量

算定方法を監督職員に

提出するものとする。 

また、使用する機器は

キャリブレーションされた

機器を使用するものとす

る。 

100m3 以上の場合：2 回／日（午前 1

回、午後 1 回）、重要なコンクリート構造物

の場合は重要度に応じて 100～150m3 毎

に 1 回、及び荷卸し時に品質変化が認め

られたときとし、測定回数は多い方を採用

する。 

※対象（重要なコンクリート構造物）は、

高さが 5m 以上の鉄筋コンクリート擁壁（プ

レキャスト製品は除く。）、内空断面が 25 

㎡以上の鉄筋コンクリートカルバート類、橋

梁上・下部工（ＰＣは除く。）、トンネル及び

高さが３ｍ以上の堰・水門・樋門とするが、

当該事業において重要なコンクリート構造

物と位置付けられる場合は、対象とするも

のとする。 

施 

工 

スランプ試験 

 

 

JIS Ａ 1101 

 

 

 

圧縮強度試験用供試体採取時及び荷

卸し時に品質変化が認められたとき。 

ただし、道路橋鉄筋コンクリート床版にレ

ディーミクストコンクリートを用いる場合は、

原則として全運搬車測定を行う。  

道路橋床版の場合、全運搬車を行うが、

スランプ試験の結果が安定し良好な場合

は、その後のスランプ試験の頻度について

監督職員と協議し低減することができる。 

小規模工種※で１規格あたりの総使用

量が 20ｍ3未満の場合は１回以上。 

※圧縮強度試験の処置欄※２を参照 

空気量試験 JIS Ａ 1128 他 圧縮強度試験用供試体採取時及び荷

卸し時に品質変化が認められたとき。 

小規模工種※で１規格あたりの総使用

量が 20ｍ3未満の場合は１回以上。 

※圧縮強度試験の処置欄※２を参照 
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（参考）規 格 値 管 理 方 式 処   置 

１．測定した単位水量が配合設計±15kg/m3 の範囲にあ

る場合はそのまま施工してよい。 

２．測定した単位水量が、配合設計±15kg/m3 を超え±

20kg/m3 の範囲にある場合は、水量変動の原因を調査

し、生コン製造業者に改善を指示し、その運搬車の生コ

ンは打設する。その後配合設計±15kg/m3 以内で安定

するまで運搬車の 3 台毎に 1 回、単位水量の測定を行

う。 

なお、「15kg/m3 以内で安定するまで」とは、2 回連

続して 15kg/m3 以内の値を観測することをいう。 

３． 配合設計±20kg/m3 の指示値を超える場合は、生コン

を打ち込まずに持ち帰らせ、水量変動の原因を調査し、

生コン製造業者に改善を指示しなければならない。その

後、配合設計±15kg/m3 になるまで、全運搬車の測定

を行う。 

なお、管理値または指示値を超える場合は 1 回に限り

試験を実施することができる。再試験を実施したい場合

は 2 回の測定結果のうち、配合設計との差の絶対値の

小さい方で評価してよい。 

ただし、示方配合の単位水量の上限値は、粗骨材の

最大寸法が20mm～25mmの場合は 175kg/m3、40mmの

場合は 165kg/m3 を基本とする。 

  

2.5 ㎝  ……………… ◯± 1.0（㎝） 

5 ㎝及び 6.5 ㎝  …… ◯± 1.5 

8 ㎝以上 18 ㎝以下 … ◯± 2.5 

21 ㎝   ……………… ◯± 1.5 

  

指定値◯± 1.5％   
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工種 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

コ 

ン 

ク 

リ 

ー 

ト 

(2) 圧縮強度試験 JIS  Ａ  1108 １.供試体の試料荷卸し場所にて採取

する。 

２.試験基準 

・対象構造物の場合※１ 

   鉄筋構造物は打設日１日につき

σ７強度及びσ２８強度それぞれ２

回、無筋構造物は打設日 1 日につ

きσ７強度及びσ２８強度それぞれ

１回。 

・対象構造物以外の場合 

  打設数量 50 ㎥ごとにσ７強度及

びσ２８強度それぞれ１回。 

・テストピースは１回につき６個 

（σ７…３個、σ２８…３個）とする。 

・試験については「公的試験機関で

の品質管理試験を義務付ける項目

について」を参照し行うこと。 

・小規模工種※２で、１規格あたりの

総使用量が 20ｍ３未満の場合は１回

以上、またはレディーミクストコンクリ

ート工場（ＪＩＳ表示認証工場）におい

て作成された品質証明書の提出の

みとすることができる。 

施 

工 

曲げ強度試験 JIS  Ａ  1106 １.道路舗装用コンクリートにおいて試

験する。  

２.供試体の試料は荷卸し場所にて採

取する。 

３.試験基準  

   打設１日につき２回（午前・午後）

の割合で行う。  

 テストピースは１回につき３個とす

る。  

＊１工事当たりの総打設量が少量の

場合は監督職員の指示により試験を

省略することができる。 
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（参考） 規 格 値 管 理 方 式 処        置 

現場練りコンクリート  

 同時に作った３本の供試体

の平均値は、基準強度の

80％を 1/20 の確率で下回っ

てはならない。  

また、基準強度を 1/4 以上

の確率で下回ってはならな

い。  

レディーミクストコンクリート  

１回の試験結果は、呼び強

度の 85％以上でなければな

らない。  

   ３回の試験結果の平均値

は呼び強度以上でなければ

ならない。  

   なお、１回の試験とは採取

した試料で作った３個の供試

体の平均値で表したもの。 

 ※１ 対象構造物とは、擁壁（高さ１ｍ以上）、函

渠工、ＰＣ桁（工場製作は除き、間詰・横桁

は含む）、鋼橋のＲＣ床版、ＲＣ橋、高欄等、

橋台、橋脚、踏掛板、トンネル、砂防堰堤、

排水機場、堰・水門（Ｈ＝３ｍ以上）、樋管・

樋門（内空１０ｍ２以上）、洞門、共同溝、杭

類（場所打杭、井筒基礎等）、護岸、水路

（内幅２ｍ以上）、（コンクリート）舗装、その他

これらに類するもの及び特記仕様書・設計図

書等に示す構造物とする。 

   ただし、ブロック積、大型ブロック積、玉石

積等は除く。 

※２ 小規模工種とは、以下の工種を除く工種

とする。（橋台、橋脚、杭類（場所打杭、井筒

基礎等）、橋梁上部工（桁、床版、高欄等）、

擁壁工（高さ 1ｍ以上）、函渠工、樋門、樋

管、水門、水路（内幅２ｍ以上）、護岸、ダム

及び堰、トンネル、舗装、その他これらに類

する工種及び特記仕様書等で指定された工

種） 

 

1 回の試験結果は、呼び強

度の 85%以上でなければなら

ない。  

3 回の試験結果の平均値

は呼び強度以上でなければ

ならない。  

なお、1 回の意見とは採取

した試料で作った 3 個の供試

体の平均値で表したもの。 

  



 

 ２ 土質関係 
工種 項目 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

 

道 

 

路 

 

工 

(1) 

 

路 

体 

・ 

路 

床 

盛 

土 

工 

材 

 

料 

突固めによる土の締固め

試験 

JIS Ａ 1210 工事着手前１回及び盛土材料が

変わった場合。 

ＣＢＲ試験（路床） JIS Ａ 1211 

土粒子の密度試験 JIS Ａ 1202 

施 

 

工 

砂置換法による土の密度

試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JIS Ａ 1214 

 

路体 

土量 5,000ｍ３以上の場合は

1,000ｍ３につき１回、5,000ｍ３

未満は延長 200ｍにつき１回、測

定箇所は横断方向に３点とする。 

高盛土の場合は監督職員の指

示による。 

 

路床 

 延長 200ｍ毎に１回、測定箇所

は横断方向に３点。 

土の含水比試験 JIS Ａ 1203 

現場ＣＢＲ試験 

 

JIS Ａ 1222 おおむね２００ｍに１箇所、もし

くは特別仕様書による。（路床） 

上記未満は２箇所測定する。 道路の平板載荷試験 JIS Ａ 1215 

プルーフローリング 

 

 

舗装調査・試験法便

覧 G023 

路床仕上げ後、全幅、全区間につ

いて実施する。 

(2) 

 

下 

層 

路 

盤 

工 

材 

 

料 

突固めによる土の締固め

試験 

JIS Ａ 1210 中規模以上の工事：施工前、材料

変更時。 

小規模以下の工事：施工前。 骨材のふるい分け試験 JIS Ａ 1102 

修正ＣＢＲ試験 

 

 

 

舗装調査・試験法便

覧 E001 

425μｍふるい通過  部

分の塑性指数 

 

 

JIS Ａ 1205 

 

 注）1．「425μｍふるい通過部分の塑性指数」は、「土の液性限界・塑性限界試験」の試験結果である。 

   2．中規模以上の工事とは、施工面積10,000㎡以上あるいは使用する基層及び表層用混合物の総使用量が3,000t(コ

ンクリートでは 1,000m3)以上の場合であり、それ未満の工事を小規模以下の工事という。 
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（参考）規 格 値 管 理 方 式 処     置 

 

 

 

 

１．記録の方法 

試験結果の取りまとめは

下記による。 

 (1)試験結果は、各々所定の様

式に取りまとめ測定値が 20

点以上の場合は工程能力

図、Ｘ－Ｒs－Ｒｍ又はＸ－

Ｒ管理図等によって管理

し、20 点未満の場合は結果

一覧表による。 

 

２．管  理 

 (1)盛土の締固めの管理は乾

燥密度、飽和度及び空気間

ゲキ率のいずれか、また、

管水路の砂基礎及び埋戻し

の締固めの管理は乾燥密度

によることを原則とする。

それ以外の方法で管理する

場合は特別仕様書によるも

のとする。 

 (2)締固めを現場ＣＢＲ、平板

載荷試験による場合は突固

め試験、土粒子の比重試験

は省略してよい。 

 (3)路盤の締固め管理は締固

め密度によることを原則と

するが、それ以外の方法に

よる場合は特別仕様書によ

るものとする。 

 (1)所定の規格値が得られ

ない場合は、再転圧、置換

等の処置を行う。 

１．乾燥密度で規定する場合 

路体 

JIS Ａ 1210 の試験で最大乾

燥密度に対する締固め度は、 

 Ａ・Ｂ方法   90％以上 

路床 

JIS Ａ 1210 の試験で最大乾

燥密度に対する締固め度は、 

 Ａ・Ｂ方法 

   Ⅰ－１交通    90％以上 

   Ⅰ－２交通以上  95％以上 

２．飽和度で規定する場合、飽和度

は      85～95％の範囲と

する。 

３．空気間ゲキ率で規定する場合、

空気間ゲキ率は 2～10％の範囲とす

る。 

上記によらない場合は特別仕様

書による。 

 

 

 

 

 

特別仕様書による。（路床） 

 

 

沈下異常なし。 

 

 

 

JIS Ａ 5001 表２参照 

AS 舗装   Ⅰ－１交通   10 以上 

     Ⅰ－２交通以上 20 以上 

CO 舗装            20 以上 

 

AS 舗装   Ⅰ－１交通   9 以下 

     Ⅰ－２交通以上 6以下 

CO 舗装            6 以下 
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工種 項目 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

 

道 

 

路 

 

工 

(2) 

 

下 

層 

路 

盤 

工 

材 

 

料 

鉄鋼スラグの水浸膨張性

試験 

舗装調査・試験法便

覧 E004 

JIS Ａ 5015 付

属書 2 

中規模以上の工事：施工前、材料

変更時。 

小規模以下の工事：施工前。 

道路用スラグの呈色判 

定試験 

JIS Ａ 5015 付

属書 1 

施 

 

工 

砂置換法による土の密度

試験 

JIS Ａ 1214 延長 200ｍ毎に１回、測定箇所は

横断方向に３点。 

プルーフローリング 

 

舗装調査・試験法便

覧 G023 

下層路盤仕上げ後、全幅、全区間

について実施する。 

道路の平板載荷試験 JIS Ａ 1215 特別仕様書による。 

骨材のふるい分け試験 

 

JIS Ａ 1102 中規模以上の工事：異常が認めら

れたとき。 

425μｍふるい通過部分の

塑性指数 

 

JIS Ａ 1205 

土の含水比試験 

 

JIS Ａ 1203 

(3) 

 

材 

 

料 

突固めによる土の締固め

試験 

JIS Ａ 1210 中規模以上の工事：施工前、材料

変更時。 

小規模以下の工事：施工前。 粒
度
調
整
路
盤
工
（
上
層
路
盤
工
） 

骨材のふるい分け試験 

 

JIS Ａ 1102 

修正ＣＢＲ試験 

 

 

舗装調査・試験法便

覧 E001 

425μｍふるい通過部分の

塑性指数 

JIS Ａ 1205 

単位容積質量 JIS Ａ 1104 

鉄鋼スラグの水浸膨張 

性試験 

 

舗装調査試験法便

覧 E004 

JIS Ａ 5015 付

属書 2 

道路用スラグの呈色判定

試験 

JIS Ａ 5015 付

属書 1 

道路用スラグの一軸圧 

縮試験 

JIS Ａ 5015 付

属書 3 

施 

 

工 

砂置換法による土の密度

試験 

JIS Ａ 1214 延長 200ｍ毎に１回、測定箇所は

横断方向に３点。 

骨材のふるい分け試験

（2.36 ㎜ふるい） 

舗装調査・試験法便

覧 A003 

中規模以上の工事：定期的又は随

時。（1～2回／日） 

骨材のふるい分け試験（75

μｍふるい） 

舗装調査・試験法便

覧 A003 

中規模以上の工事：異常が認めら

れたとき。 

道路の平板載荷試験 

 

JIS Ａ 1215 特別仕様書による。 

425μｍふるい通過部分の

塑性指数 

JIS Ａ 1205 異常が認められたとき。 

土の含水比試験 JIS Ａ 1203 
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（参考）規 格 値 管 理 方 式 処     置 

1.5％以内。 

 

 

  

呈色なし。 

 

最大乾燥密度の 93％以上とする。 

歩道等は規格値の 95％以上とする。 

沈下異常なし。 

 

特別仕様書による。 

JIS Ａ 5001 表２参照。 

 

AS 舗装  Ⅰ－１交通   9 以下 

     Ⅰ－２交通以上 6以下 

CO 舗装          6 以下 

特別仕様書による。 

 

 

 

JIS Ａ 5001 表２参照。 

 

AS 舗装  Ⅰ－１交通   60 以上 

     Ⅰ－２交通以上 80 以上 

CO 舗装          80 以上 

４以下。 

 

スラグ 1.5kg／l以上。 

1.5％以内。 

 

 

 

呈色なし。 

 

1.2ＭＰa以上。（12kgf／㎝２以上） 

 

最大乾燥密度の 93％以上とする。 

歩道等は規格値の 95％以上とする。 

AS 舗装  2.36 ㎜ふるい ◯±E

A15％ 

CO 舗装  2.36 ㎜ふるい A◯±E

A10％ 

AS 舗装  75μｍふるい  A◯±E

A 6％ 

CO 舗装  75μｍふるい  A◯±E

A 4％ 

特別仕様書による。 

 

４以下。 

 

  

特別仕様書による。   
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工種 項目 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

 

道 

 

路 

 

工 

(4) 

 

セ 

メ 

ン 

ト 

・ 

石 

灰 

安 

定 

処 

理 

工 

材 

 

料 

配合試験 

 

舗装施工便覧 配合毎。 

骨材のふるい分け試験 

 

JIS Ａ 1102 中規模以上の工事：施工前、材料

変更時 

小規模以下の工事：施工前 修正ＣＢＲ試験 

 

 

舗装調査・試験法便

覧 E001 

425μｍふるい通過部分の

塑性指数 

 

JIS Ａ 1205 

突固めによる土の締固め

試験 

JIS Ａ 1210 

安定処理混合物の一軸圧

縮試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

舗装調査・試験法便

覧 E013 

施 

 

工 

混合後の粒度の試験 

（2.36 ㎜ふるい） 

 

舗装調査・試験法便

覧 A003 

中規模以上の工事：定期的又は随

時。（1～2回／日） 

混合後の粒度の試験 

（75μｍふるい） 

 

舗装調査・試験法便

覧 A003 

中規模以上の工事：異常が認めら

れたとき。 

砂置換法による土の密度

試験 

 

 

JIS Ａ 1214 延長 200ｍ毎に１回、測定箇所は

横断方向に３点。 

セメント及び石灰の定量

試験 

舗装調査・試験法便

覧 G024,G025 

中規模以上の工事：異常が認めら

れたとき。（1～2回／日） 

土の含水比試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JIS Ａ 1203 異常が認められたとき。 
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（参考）規 格 値 管 理 方 式 処     置 

 

 

   

土木工事等共通仕様書による。 

 

AS 舗装  下層 10 以上 

      上層 20 以上 

 

AS 舗装  セメント 9以下 

     石  灰 6～18 

 

 

 

AS 舗装 

セメント下層 0.98ＭＰa以上（10kgf／㎝ 2以上） 

    上層 2.9ＭＰa以上 （30kgf／㎝ 2以上） 

   （Ⅰ－１交通 2.5ＭＰa以上（25kgf／㎝ 2以上）） 

石 灰 下層 0.7ＭＰa以上 （7kgf／㎝ 2以上） 

    上層 0.98ＭＰa以上（10kgf／㎝ 2以上） 

   （Ⅰ－１交通 0.7ＭＰa以上（7kgf／㎝ 2以上）） 

CO 舗装 

セメント下層 0.98ＭＰa以上（10kgf／㎝ 2以上） 

    上層 2.0ＭＰa以上 （20kgf／㎝ 2以上） 

石 灰 下層 0.5ＭＰa以上 （5kgf／㎝ 2以上） 

    上層 0.98ＭＰa以上（10kgf／㎝ 2以上） 

 

AS 舗装 2.36 ㎜ふるい A◯±E

A15％ 

CO 舗装 2.36 ㎜ふるい  A◯±E

A10％ 

 

 

AS 舗装 75μｍふるい A◯±E

A 6％ 

CO 舗装 75μｍふるい  A◯±E

A 4％ 

 

最大乾燥密度の 93％以上（AS舗） 

   〃   95％以上（CO舗） 

歩道は規格値の 95％以上とする。 

 

A◯±E

A1.2％以内。 

 

特別仕様書による。 
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工種 項目 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

 (1) 

 

盛 

 

土 

材 

 

料 

突固めによる土の締固め

試験 

 

 

JIS Ａ 1210 工事着手前１回及び盛土材料が

変わった場合。 水
路
工
（
イ
ン
バ
ー
ト
下
の
盛
土
） 

土粒子の密度試験 

 

 

JIS Ａ 1202 

施 

 

工 

土の含水比試験 

 

 

JIS Ａ 1203 延長 200ｍ毎に１回、測定箇所は

横断方向に３点。 

 

 砂置換法による土の密度

試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JIS Ａ 1214 

 (1) 材 

 

料 

突固めによる土の締固め

試験 

 

JIS Ａ 1210 工事着手前１回及び材料が変わ

った場合。 水
路
工
（
管
水
路
） 

基
礎
（
砂
基
礎
等
） 

土粒子の密度試験 

 

JIS Ａ 1202 

土の粒度試験 

 

JIS Ａ 1204 

施 

 

工 

砂置換法による土の密度

試験 

JIS Ａ 1214 延長 200ｍ毎に１回。 

上記未満は２回測定する。 

なお、基礎部横断方向の測定箇所

は下図を標準とする。 

 

 

土の含水比試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JIS Ａ 1203 

 

 

インバート下の盛土 

○印は測定位置 

管 底 管中心高 
○印は測定位置 

Ｃ Ｌ 

基 床 
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（参考）規 格 値 管 理 方 式 処     置 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

１．燥密度で規定する場合 

JIS Ａ 1210 の試験で最大乾

燥密度に対する締固め度は、 

Ａ・Ｂ方法   90％以上 

Ｃ・Ｄ・Ｅ方法 85％以上 

２．飽和度で規定する場合、飽和度

は 85～95％の範囲とする。 

３．空気間ゲキ率で規定する場合、

空気間ゲキ率は 2～10％の範囲と

する。 

 

上記によらない場合は特別仕様書

による。 

 

 

 

 

 

 

 

締固めの規定 

 （JIS Ａ 1210 のＡ・Ｂ法） 

締固めⅠ 85％以上 

締固めⅡ 90％以上 

 

締固め度＝ 

 

 現地で締固めた後の乾燥密度 

 JIS A 1210の試験方法 
による最大乾燥密度 

 

 上記によらない場合は特別仕様書

による。 

 

 

 

×100(％) 
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工種 項目 区分 試験（測定）項目 試験方法 試験（測定）基準 

 

 

堤 

 

防 

 

工 

(1) 

 

盛 

 

土 

材 

 

料 

突固めによる土の締固め

試験 
 

JIS Ａ 1210 工事着手前１回及び盛土材料が

変わった場合。 

土粒子の密度試験 

 

 

JIS Ａ 1202 

施 

 

工 

土の含水比試験 

 

 

JIS Ａ 1203 土量 5,000ｍ３以上の場合は

1,000ｍ３につき１回、5,000ｍ３

未満は延長 200ｍにつき１回、測

定箇所は横断方向に３点とする。 

高盛土の場合は監督職員の指示

による。 

砂置換法による土の密度

試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JIS Ａ 1214 
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（参考）規 格 値 管 理 方 式 処     置 

 

 

 

 

 

 

  

１．乾燥密度で規定する場合 

 JIS Ａ 1210 の試験で最大乾燥

密度に対する締固め度は、 

Ａ・Ｂ方法   90％以上 

Ｃ・Ｄ・Ｅ方法 85％以上 

２．飽和度で規定する場合、飽和度

は 85～95％の範囲とする。 

３．空気間ゲキ率で規定する場合、

空気間ゲキ率は 2～10％の範囲と

する。 

 

上記によらない場合は特別仕様書

による。 
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154

0.6m

50m～100m１間隔に
１回。
また、0.6mごとに行う試験箇所
は同一地点とならないようにす
る。
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別紙 公的試験機関での品質管理試験の実施を義務付ける項目について 

 

１ 公的試験機関で実施する品質管理試験項目 

品質管理基準により義務付けられた品質管理試験項目のうち、次表に示す品質管理試験項目につい

ては、公的試験機関（次ページ 注１参照）での試験の実施を義務付けるものとする。また、次表以

外での品質管理試験であっても、設計図書や監督員により、公的試験機関での実施を指示することが

あるので、その場合は同様に公的試験機関で実施するものとする。 

 

 

公的試験機関での品質管理試験の実施を義務付ける項目一覧表 

工種 種別 試験項目 試験基準 摘要 

セ
メ
ン
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト 

コ
ン
ク
リ
ー
ト 

圧縮強度試験 

1)対象構造物（次ページ 注２）の場合 

① 鉄筋構造物の場合 

打設日1日につきσ７強度及びσ２８強度それ

ぞれ２回ずつの試験を行い、うちそれぞれ 1回を

公的試験機関にて実施。 

② 無筋構造物の場合 

打設日1日につきσ７強度及びσ２８強度それ

ぞれ１回ずつの試験を公的試験機関にて実施。 

2)対象構造物以外の場合 

打設数量５０ｍ３ごとにσ７強度及びσ２８強

度それぞれ１回ずつの試験を行い、うちσ２８強

度の試験を公的試験機関にて実施。  

「２ コンクリ

ート圧縮強度の

品質管理試験」

を参照のこと 

 

対象構造物以外

で 50m3未満の場

合は公的試験機

関でのｺﾝｸﾘｰﾄ圧

縮強度試験は不

要。 

曲げ強度試験 

 コンクリート舗装の場合で、打設日１日につき

２回（午前・午後）のσ２８強度の試験。 

 

鋼
材 

ガ
ス
圧
接 

引張試験 

1)手動ガス圧接の場合 

工事着手前に作成した試験片５本 

2)自動ガス圧接の場合 

工事着手前に作成した試験片２本 

試験片の作成は

鉄筋径ごとに行

うこと 

土
工 

・
海
岸
土
工 

・
道
路
土
工
・
河
川
土
工 

土の突固め試験 

５００ｍ３以上の盛土を行う道路工事で、当初

及び土質の変化時の試験。（路床と同一材料の路

体盛土は、路床の品質管理試験のみでよい。）河

川・海岸土工の盛土は、当初及び土質の変化時の

試験 

河川、海岸の盛

土及び道路の路

体盛土材 

修正ＣＢＲ試験 
 道路の路床工事の盛土材で、当初及び土質の変

化時の試験。（材料が岩砕の場合は除く） 

土の突固め試験

も必要 

舗
装
工 

転
圧
コ
ン
ク 

リ
ー
ト
舗
装 

曲げ強度試験 

（作成供試体－現

場施工） 

  

打設日１日につき２回（午前・午後）のσ２８

強度の試験。 
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工種 種別 試験項目 試験基準 摘要 

舗 

装 

工 

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装 

コアの密度測定試験 

 

混合物のアスファル

ト量抽出試験 

 

混合物粒度分析試験 

舗装計画交通量（台/日・方向）が２５０以

上かつ１工事の施工面積が４００㎡以上の場

合に１回（コア数３個）を公的試験機関にて

実施。 

 

地
盤
改
良
工 

固
結
工 

土の一軸圧縮試験 

深層混合・中層混合の場合、改良体５００

本未満については３本、５００本以上につい

ては、２５０本増えるごとに１本を追加した

供試体の試験（σ２８強度）。１本の改良体に

ついて、上、中、下それぞれ１回、計３回と

する。 

浅層混合改良の場合、１０００ｍ３未満は１

工事に１回、１０００ｍ３以上、５０００ｍ３未

満は１工事に３回、５０００ｍ３以上は１００

０ｍ３ごとに 1回とする。（σ２８強度） 

試験１回当た

りの供試体は

３個とする。 

浅層混合： 

改良深度概

ね 3ｍ以内。 

中層混合： 

改良深度概

ね 10ｍ以内。 

深層混合： 

改良深度概

ね 10ｍを超え

るもの。 

法 

留 

法 
面 

工 

補
強
土

壁
工 

土の突固め試験 
当初及び土質の変化時の試験。  

吹
付
工 

圧縮強度試験 

吹付１日につき１回の試験。なお、テスト

ピースは、現場に配置した型枠に施工と同時

期に吹付け、現場放置後切り取ったコアとし、

σ２８強度を対象とする。 

供試体はキャ

ッピングする

こと 

現
場
打
吹
付
法

枠
工 

圧縮強度試験 

吹付１日につき１回の試験。なお、テスト

ピースは、現場に配置した型枠に施工と同時

期に吹付け、現場放置後切り取ったコアとし、

σ７強度とσ２８強度の双方を対象とする。 

供試体はキャ

ッピングする

こと 

（注）１．公的試験機関とは、原則として(公財)福岡県建設技術情報センターとする。ただし、年度末等

で同センターでの試験に時間を要し、工程への影響が大きいと監督員が認めた場合は、他の公的

試験機関（注３）とすることができる。さらに、他の公的試験機関での試験実施も困難な場合は、

監督員立会のもとでの民間試験機関を利用できるものとする。 

２．公的試験機関の圧縮強度試験を義務付ける対象構造物とは、擁壁（高さ１ｍ以上）※、函渠工、

ＰＣ桁（工場製作は除き、間詰・横桁は含む）、鋼橋のＲＣ床版、ＲＣ橋、高欄等、橋台、橋脚、

踏掛板、トンネル、砂防堰堤、排水機場、堰・水門（Ｈ＝３ｍ以上）、樋管・樋門（内空１０ｍ２以

上）、洞門、共同溝、杭類（場所打杭、井筒基礎等）、護岸※、水路（内幅２ｍ以上）、（コンクリー

ト）舗装、その他これらに類するもの及び特記仕様書・設計図書等に示す構造物とする。 

  ※ブロック積、大型ブロック積、玉石積等を除く。 

３．(一財)九州環境管理協会、(一財)建材試験センター、(一財)日本品質保証機構、（公社）九州機

械工業振興会及び他県の直轄試験場・技術センター等や大学を示す。 
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２ コンクリート圧縮強度の品質管理試験 

 

コンクリート圧縮強度の品質管理試験フロー 

 
※使用数量はコンクリートの種別ごととする。（日打設量ではない） 

 

品質管理試験の頻度及び試験実施機関 

 頻度 
試験内容 

公的試験機関による試験 自主管理試験 

パターン１ 
１回以上の試験（または JIS

工場の品質証明書等） 
－ 

１回以上の試験（または

JIS工場の品質証明書等） 

パターン２ 
σ7 強度とσ28 強度のそれぞ

れ１回の試験 
－ 

左記のうちσ7強度とσ28

強度の試験 

パターン３ 
50m3ごとにσ7強度とσ28強度

のそれぞれ１回の試験 

左記のうちσ28 強度の試

験 

左記のうちσ7強度の試験 

パターン４ 

打設日ごとにσ7 強度とσ28

強度のそれぞれ１回の試験 

打設日ごとにσ7強度とσ

28 強度のそれぞれ１回の

試験 

－ 

パターン５ 

打設日ごとにσ7 強度とσ28

強度のそれぞれ２回の試験 

（午前・午後それぞれ各１回） 

打設日ごとにσ7強度とσ

28 強度のそれぞれ１回の

試験 

左記以外の試験 

（注）１．圧縮強度試験のそれぞれ１回の試験とは、供試体を６個採取し、そのうち３個はσ7強度での試
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験を実施し、残りの３個でσ28強度の試験を実施することを意味する。 

   ２．スランプ試験、空気量測定は品質管理基準を参照のこと。ただし、１工種最低１回必要。 

    

コンクリート構造物の品質管理（圧縮強度）に必要な試験数 

種別 使用数量区分 

品質管理試験数 

合計 
パターン 

区分 
公的試験機関試験 自主管理試験 

σ７強度 σ28強度 σ７強度 σ28強度 

対
象
構
造
物 

無筋構

造物 
－ ｎ回 － － ｎ回 パターン４ 

鉄筋構

造物 
－ ｎ回 ｎ回 ２n回 パターン５ 

対
象
構
造
物
以
外 

20m3未満 － 

１回 

（またはJIS工場の品質証明

書等） 

１回 

（またはJIS工

場の品質証明

書等） 

パターン１ 

20m3以上 

～50m3未満 
－ １回 １回 パターン２ 

50m3以上 

～100m3未満 
－ １回 － １回 

パターン３ 
100m3以上 

～150m3未満 
－ ２回 － ２回 

150m3以上 － 50m3ごとに上記＋１回 － 
50m3ごとに

上記＋1回 

（注）１．上記は種類ごとに適用する。 

２．上記のｎは打設日数を表す。 

３．上表においての試験数１回当たりの供試体数は、６個である。 

４．対象構造物が鉄筋構造物の場合、打設日１日当たり原則午前・午後の２回の実施となるが、公

的試験機関での実施分は、午前・午後どちらの分でも構わないものとする。また、打設作業が半

日のみ（午前中または午後のみ、及び夜間工事で夜間打設のみ）の場合、その日の打設分の品質

管理試験は、公的試験機関での実施分１回のみとする。 

５．圧縮強度試験を実施するまでの供試体は、設計図書や監督員による特別な指示がない限り、請

負者の責任において標準養生を行うものとする。 

６．プレキャストＰＣ桁等で早強セメント等を使用する場合、設計図書や監督員、又は配合報告書

の指定・指示により圧縮強度試験に使用する供試体の材齢が 7日および 28日とならない場合があ

るので、注意すること。 

７．試験予定日（材齢が 7日、28日等）が公的試験機関の休業日に当たる場合は、試験実施日を監

督員に確認すること。 

８．上記以外であっても、監督員の指示があった場合は、それに従うものとする。 
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